
検査実施の手引き

内田クレペリン検査は、 心理検査です。 ルール通りに正しく検査を行うことで、 初めて正確な判定結果を得ることができます。

受検者の不利益とならないよう、 実施者は必ず当 「検査実施の手引き」 を確認の上、 ガイドラインを遵守し、 検査を実施してください。
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検査を実施する環境

受検条件

検査時間

明るく、 騒音が少ない部屋。 　凸凹がなく、 検査用紙を広げられる机 （1 人あたり横幅 70cm 以上）。

早朝、 深夜、 激しい運動の直後などの実施は避けること。

約１時間。 実施用号令ＣＤは、 「検査の説明と練習 （8 分）」 と 「本検査と氏名欄記入 （37 分）」 の 2 部構成になっています。

● 用意するもの

１． レンシュウ欄の実施がない

2． 鉛筆、 シャープペンシル以外の筆記具の使用

3． 検査の中断、 時間超過 （不足）

　   検査が途中で中断したり、 時間超過 （不足） があると、 判定不能、 仮判定とさせていただく場合がございます。

　  事前に使用する機器で実施用号令ＣＤが正しく再生されるかの確認をお願いします。

※検査状況や受検態度、 体調によって本来と異なった結果が出ることがあります。

以下のように検査が正しく実施されない場合は、 判定不能、 または仮判定とさせていただきますので、 予めご了承ください。

検査用紙

筆記用具

用紙は受検者人数よりも何枚
か多めに準備する。（2 枚使用
する受検者がいるため）

鉛筆 （HB あるいは B） を
準備。 受検者一人につき
2 ～ 3 本用意する。 ボール
ペン、 シャープペン、 消し
ゴムは使用不可。

実施用ＣＤまたは音声データ

CD 版とデータ版の 2 種類あります。
CD は、 当社から送付する実施用
号令ＣＤをお使いください。
データは、 別紙 「ご利用上の注意」
にダウンロード方法の記載があります。

・ 実施前に必ず使用する機器で再生確認をする。
・ 再生機器のインターネット接続を解除する。
（スマートフォンやタブレットは機内モードに設定）
・ 再生機器は、 音声ガイダンスの再生のみの単独
使用とする。 （他のソフトやアプリを立ち上げない）

実施用ＣＤ・ 音声データの再生機器

1 事前の準備と注意事項

ストップウォッチまたは秒針のある腕時計

60 秒計　(1 周 60 秒 ) の
ストップウォッチ、 または秒針
のある腕時計。

本検査サキ 15 分 + 休憩 5 分 + アト 15 分 + 氏名記入 2 分
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当日の準備～実施用号令ＣＤ 再生前まで　

● 受検者のコンディションを整えるため、 受検者はトイレなどを済ませて説明開始の 5 分前には着席させる。

● 実施者は受検者に次のアナウンスをする。 　携帯電話、 スマートフォンの電源を切ること。 　鉛筆以外、 机の上の余分なものはしまうこと。

● 検査用紙を裏にして配布する。 全員が正しく着席し、 落ち着いたところで、 実施用号令ＣＤをスタートする。

実施用号令ＣＤに従って検査を進めてください

● 実施用号令ＣＤを再生してからの遅刻者は、 あらためて受検させること。

● 実施用号令ＣＤの説明部分や練習を省略しないこと。 本検査中は、 実施用号令ＣＤを停止したり、 中断しないこと。

● 再生を止めるように指示があったら、 すぐに実施用号令ＣＤを停止し、 ただちに検査用紙を回収する。

● 時間が超過したとき

● 行とばしの多い人に対して

● 検査用紙の記入欄にある 「体調」 に関しては、 体調などが検査結果に影響をあたえていることが予測される場合に参考にすることがありますが、 判定における必須項目では
　 ありません。 記入するかどうかは、 受検者 （情報主体） ご自身、 および検査実施者の責任において慎重にご判断ください。

※ＣＤが途中で止まるなど音声トラブルへの対応として、 本検査中に実施者はストップウォッチにて時間測定することを推奨します。
※ 音声トラブルなど、 実施に関する不明点が生じた場合は、 販売代理店又は、 （株） 日本 ・ 精神技術研究所までご連絡ください。

検査の実施

実施者は以下の手順で準備してください
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あわてずに 10 秒すぎ （10 秒以上超過のときは 20 秒すぎ） まで待ち、 そこで、 「はい、 次。」 の号令をかける。 次の行は 50 秒 （あるいは 40 秒）
にならないよう注意し、 60 秒で号令をかける。 この場合、 計時ミスをしたグループの検査用紙に、 第何行目が何秒超過 （あるいは不足） したか
を必ず明記する。

「サキ」 の段 「アト」 の段ともに 2 行の予備があるが、 それ以上とばした人に対しては、 「サキ」 の段なら中央仕切り線の下 「アト」 の段に移って
よいことを適宜教え、 休憩中に追加用紙を渡す。 「アト」 の段で行とばしの多い人には、 足りなくなったところで追加用紙を渡す。 「サキ」 の段で
行が足りていても、 「アト」 の段で 2 行以上とばす人も少なくない。 この点を注意して検査者は巡回する。


